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Ⅰ新技術の解説

１ 要旨

 ギ酸カルシウム水溶剤のスピードスプレーヤー散布によるリンゴの摘花効果を明らかにした。その結
果、ギ酸カルシウム水溶剤の摘花効果は高く、実用性があるものと判断された。

(1)
「ふじ」のギ酸カルシウム水溶剤散布区の中心花および側花の結実率は有意に低く、摘花効果が
高かった（表１、２、３、図１）。

(2)

薬害の発生は、ギ酸カルシウム水溶剤散布後、花弁の褐変の発生が顕著だったが、その後の果
実生育に影響はなかった。また、幼果期の中心果にサビの発生がわずかに見られた（表１）が、
無処理区でも同様に発生しており、ギ酸カルシウム水溶剤の影響ではないものと判断された。さ
らに、果そう葉及び新梢葉の薬害症状も認められなかった。

(3) 果実品質は、ギ酸カルシウム水溶剤処理により果重が大きくなる傾向が認められた。（表４、５）。
これは、摘花による効果と考えられた。

  

２ 期待される効果

 開花期のギ酸カルシウム水溶剤散布は摘花効果が高く、摘果作業の省力化と早期摘果（花）による
果実品質の向上が期待できる。

３ 適用範囲

 県内全域のリンゴ産地

４ 普及上の留意点

(1)
スピードスプレーヤーを使用する場合、薬液がメシベに十分かかるよう、ファンを停止または低回転
にして散布する。

(2) 結実の非常に良い地帯を除いては、人工受粉を実施する。
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